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インド二化性養蚕技術協力

プロジェクトの紹介

JICA研究所
プロジェクト・ヒストリー・ミュージアム

JICA Project History Museum
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カイコのライフサイクルを示した。孵化からマユ出荷まではおよそ40日かかる。プロジェクト開始前、
南インドではこの工程が1件の農家の中で行われていたが、その後、新しいカイコ品種の開発により、
稚蚕共同飼育や品種保存、蚕種製造は別途行われるようになり、マユ生産農家が飼育に従事する
期間は30日程度になっていった。
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蚕糸業は、カイコの原種の系統保存から、蚕種製造、マユ生産、製糸、織物にいたるまで、多くの工
程がある。技術協力では製糸にいたるまでの全ての工程に対して能力強化を働きかけた。

3期16年にわたる技術協力では、第2期以降、モデル農家での熱帯二化性養蚕技術の実証・展示か
ら技術の面的な普及へと展開した。その活動地域は3州にまたがった。
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プロジェクトに関係したインド側のカウンターパート機関と施設の変遷を見た。●印はプロジェクトの
実施機関。太字は日本人専門家の活動拠点となった施設である。中央政府から、州政府へと関係
機関が広がりを見せている様子が窺える。

南インドの養蚕農家の経営形態を整理してみた。マユ生産の規模は桑の供給量に規定されるため、
桑園面積によって大規模農家から小規模農家まで分類することができる。高度の土地利用と労働
投入を必要とする養蚕は、小規模経営農家にとっても理想的で、桑園0.5エーカー（0.2ヘクタール）
でも養蚕経営を維持することができると言われている。
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南インドの養蚕農家の成長シナリオを示した。伝統的な養蚕から、改良種を利用してJICA型の桑栽
培・カイコ飼育方法を用いる方法に移行し、さらには二化性養蚕へと移行していく。さらに技術力を
上げた農家は、より高品質のマユづくりを目指して回転まぶしを導入するか、州政府のすすめで種
マユ性へと移っていく。

インドの年度別生糸国内生産量と輸入量の合計値の推移をしめしてみた。技術協力プロジェクトは、
国内生産の中で従来の生糸から二化性の高品質の生糸への移行を支援したもので、国内生産量
の大幅な拡充には繋がっていない。逆に、生糸の輸入は1990年代以降増加している。その主な輸
入先は中国である。


